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安全上のご注意(必ずお守りください）

■取付け上のご注意（取付け前に必ずお読みください）

P . 2

本製品は、強い力で天井と床につっぱって取付けるので、天井と床の強度や材質を確
認し、施工してください。取付ける面が弱い場合には、あて板などで補強して取付けを
行ってください。

取扱説明書に記載されている部品数量と取付け位置、取付け方法は必ずお守りくださ
い。本体が落下、転倒する恐れがあります。

警告

※本書は、お買い上げいただいた製品を正しく安全にご使用していただくために特に注意していただ
くことを表示してあります。取付け前に必ずお読みいただき、適切な取扱いをお願いいたします。

●本書では、表示内容を無視して誤った使い方をした時に生じる、危険や損害の程度を次の表
示で区分し、説明しています。

●本書では、お守りいただく内容の種類を、次の図記号で区分し説明しています。

製品の取扱いにおいて、その行為を「禁止」する図記号です。

製品の取扱いにおいて、指示に基づく行為を「強制」する図記号です。

警告
製品の取扱いを誤った場合、死亡または重傷を負うことが想定される
危害の程度を示しています。

注意
製品の取扱いを誤った場合、傷害を負うことが想定されるか、または物
的損害の発生が想定される危害・損害の程度を示しています。

カーペット等敷き物の上には設置しないでください。敷
き物がずれると、ポールが転倒する恐れがあります。

フックに紐状のものをかけないでください。そばを
通った際に体に引っかかるなどし、思わぬ事故につ
ながることがあります。

カーペットや畳など、やわらかい面への取付けはしな
いでください。十分にテンションが張れず、ポールが
転倒する恐れがあります。

上下逆(ジャッキ部が上(天井)側に来る状態)で取付
けを行わないでください。本体が転倒する恐れがあ
ります。
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暖房器具やベビーベッドの近くなど、吊り下げ物が落下すると危険な場
所では絶対に使用しないでください。
火、湯沸器の近くでは使用しないでください。衣類などの吊り下げ物が火
の元に近づくと火災の原因となる恐れがあります。
こわれ物や貴重品は掛けたり、周囲に置かないでください。
地震等の揺れで、落下や破損の恐れがあるものは、吊り下げないでください。
強風の時は、必ず窓を閉めるか吊り下げ物を外した状態にしてください。
使用しているうちに、ネジやジャッキ部にゆるみが発生します。設置後は1カ月に一
度程度、ゆるみが無いことを確認してご使用ください。
使用しているうちに、フックやポール受けの位置のズレが発生します。設置後は1ヶ
月に一度程度、位置の確認、調整をしてください。
カーテンを掛ける際には、中央に束ねた状態で長時間放置しないでください。製品
のたわみが大きくなる恐れがあります。

注意

■使用上のご注意（ご使用前に必ずお読みください）

警告
製品や吊り下げ物にぶらさがったり、お子様が遊ぶなどは、絶対に
おやめください。製品が破損したり、落下する恐れがあります。

製品や吊り下げ物、設置しているものに対して垂直（押す・引く）・水
平・ななめ方向に無理な力をかけたり、急激な操作や無理な操作は、
絶対におやめください。製品の転倒や、破損などの恐れがあります。

製品に変形や破損、ひび割れ等が見つかった場合は、直ぐに使用を中止してください。

物を掛ける際には、左右や中央に偏らないように重量のバランスを取って掛けてくだ
さい。1ヶ所当たり2Kgまでが目安です。物を掛ける際には、ゆっくりと掛けてくだ
さい。製品の転倒やたわみが大きくなる恐れがあります。

組立ては、周辺のものに当たらないようにスペースを確保し、床などに傷がつかないよ
う養生を行ってください。
組立て時に、手や指などを挟まないように十分にご注意ください。

本製品は屋内用です。屋外へは取付けないでください。　
高温多湿の条件下や水に濡れることが予想される場所へは取付けないでください。
傾斜した天井や床へは取付けないでください。
本製品は、縦につっぱって使用するものです。横につっぱって取付けないでください。
製品は、垂直に取付けてください。

注意
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製品図及び部品名称
〈つっぱりポール太　縦（縦ポール）：TP-2〉

〈強力つっぱりポール太　横：TP-1〉

ポール上段用

本体

補強プレート
左右

ポール中段用 ポール下段用

寸法単位：mm

アウターポール径：25mm
インナーポール径：22mm
キャップ径：31mm

■部品入数

■サイズ

部品名
ポール上段用
ポール中段用
ポール下段用

数量
1本
1本
1本

ポール径
25mm
25mm
22mm

ベース径
70mm
ー

70mm

70

70

上段エンドキャップ

B部

A部

ジャッキ

下段エンドキャップ

アウターポール

インナーポール

キャップ

キャップ
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〈後入れリングランナー：TR-1〉

〈フック小：TH-1〉 〈フック大：TH-2〉

〈ポール受け：TB-1〉

本体 Oリング

本体 Oリング

本体 Oリング

※Oリングは2個入っています。
　1個は縦ポールに挿入する用、もう
1個は横ポールに挿入する用です。

7
φ5

62

厚み4mm×幅6mm

35
52

φ40

φ12

57

77

φ40

φ12

140

160

φ40

77

27

90
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1もの掛け 【 縦1横1タイプ 】
（TP-1×1本、TP-2×1本、TB-1×1コ）

使用用途別　必要部品及び許容荷重・取付け可能サイズ

荷重は均等に掛かるようにご使用ください。

2もの掛け 【 縦1横1タイプ 】
（TP-1×1本、TP-2×1本、TB-1×1コ、TH-1/TH-2×必要数）

荷重は均等に掛かるようにご使用ください。

<許容荷重>
フックを使用する場合には、TP-1に掛かる荷重とフックに掛かる
荷重の合計が15kgまでとなります。

フック小 [TH-1]：3kgまで
フック大 [TH-2]：2kgまで

TH-1/TH-2
（フック小/大）

10cm以上
あける

床

天井・ハリなど

壁 壁

205～
275cm
まで

ピッチ：150cmまで ピッチ：150cmまで

TP-2
（縦ポール）

TP-1
（横ポール）

TB-1
（ポール受け）

7.5kg
まで

7.5kg
まで

10cm以上
あける

床

天井・ハリなど

壁 壁

205～
275cm
まで

ピッチ：150cmまで ピッチ：150cmまで

TP-2
（縦ポール）

TP-1
（横ポール）

TB-1
（ポール受け）

7.5kg
まで

7.5kg
まで
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1もの掛け 【 縦1横1タイプ 】
（TP-1×1本、TP-2×1本、TB-1×1コ）

使用用途別　必要部品及び許容荷重・取付け可能サイズ

荷重は均等に掛かるようにご使用ください。

2もの掛け 【 縦1横1タイプ 】
（TP-1×1本、TP-2×1本、TB-1×1コ、TH-1/TH-2×必要数）

荷重は均等に掛かるようにご使用ください。

<許容荷重>
フックを使用する場合には、TP-1に掛かる荷重とフックに掛かる
荷重の合計が15kgまでとなります。

フック小 [TH-1]：3kgまで
フック大 [TH-2]：2kgまで

TH-1/TH-2
（フック小/大）

10cm以上
あける

床

天井・ハリなど

壁 壁

205～
275cm
まで

ピッチ：150cmまで ピッチ：150cmまで

TP-2
（縦ポール）

TP-1
（横ポール）

TB-1
（ポール受け）

7.5kg
まで

7.5kg
まで

10cm以上
あける

床

天井・ハリなど

壁 壁

205～
275cm
まで

ピッチ：150cmまで ピッチ：150cmまで

TP-2
（縦ポール）

TP-1
（横ポール）

TB-1
（ポール受け）

7.5kg
まで

7.5kg
まで
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3カーテン掛け  【 縦1横1タイプ 】
（TP-1×1本、TP-2×1本、TB-1×1コ、TR-1×必要数、カーテン）

4カーテン掛け 【 縦1横1タイプ 】
（TP-1×1本、TP-2×1本、TB-1×1コ、TR-1/TH-1/TH-2×必要数、カーテン）

TP-1
（横ポール）

TP-1
（横ポール）

荷重は均等に掛かるようにご使用ください。

<許容荷重>
フックを使用する場合には、TP-1に掛かる荷重とフックに掛かる
荷重の合計が15kgまでとなります。

フック小 [TH-1]：3kgまで
フック大 [TH-2]：2kgまで

TH-1/TH-2
（フック小/大）

150cmまで 150cmまで

5kg
まで

5kg
まで

天井・ハリなど

TR-1
（リング）

TP-2
（縦ポール）

床

205～
275cm
まで

10cm以上
あける

壁 壁

150cmまで 150cmまで

5kg
まで

5kg
まで

天井・ハリなど

TR-1
（リング）

TP-2
（縦ポール）

TB-1
（ポール受け）

TB-1
（ポール受け）

床

205～
275cm
まで

10cm以上
あける

壁 壁
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製品の取付け方法

❶縦ポール［TP-2］のポール中段用にOリングと、
ポール受け［TB-1］を入れてください。Oリングと
ポール受け［TB-1］は、A部よりも下に仮配置してく
ださい。

❸ポール下段用をポール中段用に挿入してから、
ポール中段用をポール上段用に挿入してください。

❷ポール中段用B部に付属の小ネジをドライバーを
使って緩めてください。

※B部内側に小ネジの先端が出っ張らない程度に緩めてく
ださい。

●使用する工具：プラスドライバー（No.2）

※縦ポール［TP-2］を組立て、取付け後にポール受け
［TB-1］を入れる場合は、取外し、再組立てが必要です。
※ポール中段用にポール受け［TB-1］に付属のOリングと
オプション部品本体の順番で入れてください。Oリング
はA部分から入れると入れやすくなります。

注意
ポール受け［TB-1］が設置できるのは、ポール上
段用とポール中段用の部分のみです。
ポール下段用の部分には設置できません。

小ネジ
ドライバー

ポール中段用

A部

A部

Oリング

ポール中段用

ポール上段用

ポール中段用

ポール下段用

TB-1
（ポール受け）

B部
小ネジ

B部

A部

ポール下段用 ポール中段用 ポール上段用

上段エンドキャップ

下段エンドキャップ

ジャッキ
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※ポール中段用にポール受け［TB-1］に付属のOリングと
オプション部品本体の順番で入れてください。Oリング
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小ネジ
ドライバー

ポール中段用

A部

A部

Oリング

ポール中段用

ポール上段用

ポール中段用

ポール下段用

TB-1
（ポール受け）

B部
小ネジ

B部

A部

ポール下段用 ポール中段用 ポール上段用

上段エンドキャップ

下段エンドキャップ

ジャッキ
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❺上段エンドキャップを天井に押し当てた状態
で❷で緩めた小ネジをドライバーで締め付け
て、ポール中段用B部とポール下段用の伸縮
を固定してください。

※小ネジは最後まで締め付けてください。
※小ネジを締め付けるとポール下段用が変形(小ネ
ジの先端によってへこむ)しますが、不具合ではご
ざいません。

❻ジャッキをLOCKの方向へ回すと、天井と
床の間でつっぱって行く構造になっていま
す。製品が正面、横から見て傾いていないこ
とを確認してから、ジャッキを回して、つっ
ぱり固定してください。

※ジャッキが縮んでいる状態（上の線の位置）からス
タートし、中の線が出てくるまでジャッキを回して
ください。上の線が上がった状態からスタートす
ると、中の線が出てくるまでジャッキを回しても
つっぱる力が弱く、倒れる恐れがあります。

※中の線が出てきた状態でもつっぱり固定が弱い場
合は、下の線までジャッキを引き出すことができま
す。

下の線も超えるような場合には、❹からやり
直してください。

※ポール上段用とポール中段用のつなぎ目でがたつ
きがありますが、不具合ではございません。

❹ポール下段用のジャッキ部が図のような縮
んでいる状態であることを確認し、縦ポール
を設置する場所でポール下段用を引き出しな
がら(もしくは、ポール中段用を引き上げな
がら)、上段エンドキャップを天井に軽く押し
当てる程度に製品を伸ばしてください。

※ジャッキ部が下（床）側にあることを確認してくだ
さい。

注意
上下逆(ジャッキ部が上(天井)側に来る状
態)で取付けを行わないでください。本体
が転倒する恐れがあります。

小ネジ

ジャッキLOCK方向

ドライバー

縮んでいる状態

上の線

中の線上の線

ジャッキ部ジャッキ部

伸びている状態

伸ばし過ぎている
状態

上の線
上の線

中の線

ジャッキ部ジャッキ部

中の線
下の線

伸びている状態
（標準）
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❼オプション部品はOリングに被せるように
して、Oリングとポール表面の摩擦力を利用
して固定します。部品を固定したい高さにO
リングを移動させて、部品を被せて固定して
ください。

※物を掛ける際に重量のバランスが取れるように
フックの向きを調整してください。重量が偏った
物掛けは、製品の転倒やたわみが大きくなる恐れ
があります。

注意
使用しているうちに、ネジやジャッキ部に
ゆるみが発生します。
設置後は1カ月に一度程度、ゆるみが無い
ことを確認してご使用ください。
使用しているうちに、フックの位置のズレ
が発生します。設置後は1ヶ月に一度程度、
位置の確認、調整をしてください。

❽横ポール［TP-1］に付属の補強プレートを取
付ける前に、横ポール［TP-1］を取付けたい位
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とを確認してください。

※ポール受けの設置位置はC（天井面～ポール受け
上面までの距離）を10cm以上空けるようにして
ください。Cを10cm以上確保できない場合、横
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ク・解除、伸縮、つっぱり方法)については、横ポー
ル［TP-1］付属の取扱説明書をご確認ください。

《以下❽～10は、11で取付ける補強プレートの位置
　を決めるための作業です。》

Oリング

TB-1
（ポール受け）

TP-2
（縦ポール）

TB-1（ポール受け）

TP-1
（横ポール）
仮設置する

C

天井・ハリなど

壁 壁
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❾横ポール［TP-1］の左右のキャップの上部の
壁面に鉛筆やテープ等で位置合わせ用の印を
つけてください。
ポール受け［TB-1］の中心の位置で、横ポール
［TP-1］にも印をつけてください。

10仮設置した横ポール［TP-1］を一度外してく
ださい。

※取付けと逆の手順で取外してください。

11❾で印をつけた位置に補強プレートを取付け
てください。上下の向きに注意してください。
補強プレートの上部を❾でつけた印に合わせ
て補強プレートの裏面についている両面テー
プで取付けてください。

※補強プレートは貼り直しができないので、位置・
向きを確認してから取付けてください。

12横ポール［TP-1］のキャップを外し、ポール
受け［TB-1］に付属されているOリングを横
ポール［TP-1］に入れ、❾で印を付けた位置
まで移動させてください。
横ポール［TP-1］のキャップを付けなおして
ください。

TB-1

TB-1

TP-2

TP-2

TP-1

ポール受け［TB-1］の中心で
横ポール［TP-1］に
印をつける

補強プレート補強プレート

キャップ
Oリング

TP-1
（横ポール）

TP-1

❾で付けた印
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13補強プレートに横ポール［TP-1］のキャップ
が載るように、横ポール［TP-1］がポール受
け［TB-1］に載るように、横ポール［TP-1］を
設置(つっぱり固定)してください。

※Oリングがポール受け［TB-1］の中心にくるよう
に調整してください。

14《カーテンを掛ける場合》カーテンを吊る場
合には、横ポール［TP-1］にカーテンのフック
と同数の後入れリングランナー［TR-1］を入
れてください。後入れリングランナー
［TR-1］は環が切れた形状なので、横ポール
［TP-1］を外すことなく、ポールの中間から挿
入可能です。挿入後は、リングが環状になる
ように嵌合させてください。

注意
使用しているうちに、ネジやジャッキ部に
ゆるみが発生します。
設置後は1カ月に一度程度、ゆるみが無い
ことを確認してご使用ください。
使用しているうちに、ポール受けの位置の
ズレが発生します。設置後は1ヶ月に一度
程度、位置の確認、調整をしてください。

Oリング

TP-1(横ポール)

TR-1
（後入れリングランナー）

左右に広げて
ポールに挿入

TB-1
(ポール受け)

TP-2
(縦ポール)

TP-1
(横ポール)

TB-1(ポール受け)
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❶横ポール［TP-1］を取外してください。
❷縦ポール［TP-2］にOリングとポール受け［TB-1］を挿入し、天井と床で固定して取付けてく
ださい。取付け方はP.8～10を参照ください。

■取付け方法

〈横ポール［TP-1］を取付け済みで、後から縦ポール［TP-2］を取付ける場合〉

❸ポール受け［TB-1］の上面の高さと横ポール
［TP-1］に付属の補強プレートの上端の高さ
を合わせてください。

❹P.11、12の12～14を行ってください。

●取付け可能な条件：D(天井面～補強プレート上端までの距離)が10cm以上確保できている
　　　　　　　　  こと。Dを10cm以上確保できない場合、横ポール［TP-1］が天井面に接
　　　　　　　　  触して、取付けできないことがあります。

❶製品に掛かった荷物等を取外してください。
❷取付けと逆の手順で取外しを行ってください。
※小ネジを緩める際はポール中段用を持った状態で行ってください。ポール上段やポール下段を持った
状態で小ネジを緩めると急に製品が縮み、ケガや破損の恐れがあります。

■取外し方法

補強プレート補強プレート

TB-1（ポール受け）

高さを
合わせる

高さを
合わせる

D



P . 14

製品特性上のおことわり
●天井や床に傷や取付け跡がつく場合があります。
●ご使用時に、製品のがたつきやポールの回転が発生する場合がありますが、不具合ではありま
せん。

●ご使用により、製品表面の塗装に傷がつく場合があります。
●ポール受けのピッチが広い状態で使用すると、横ポール［TP-2］の
たわみが大きくなり、カーテンの操作時などに横ポール［TP-2］の
揺れが大きくなります。揺れが大きくならないようにゆっくり操
作を行ってください。

●上段エンドキャップ付近に4ヶ所の打痕がありますが、製品組立て
上で必要なカシメ痕です。不良品ではありません。

梱包材の処理方法

お手入れ方法
●直接シンナー等で拭いたり薬品等で洗浄しますと、変色・変形の原因になりますのでご注意く
ださい。

●製品の汚れはきれいなやわらかい布でからぶきしてください。

●梱包材は可燃ゴミと不燃ゴミに分別して処分してください。
●各自治体により分別規準が異なりますので、それぞれの自治体の規定に従って処理してくだ
さい。

不要になった梱包材は、幼児の手の届くところに置かないでください。頭からかぶるな
どしたときに、口や鼻をふさぎ、窒息する恐れがあります。

警告

カシメ痕


